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■

天
橋
立
名
松
リ
バ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

（
２
月
１
日
）

大
雪
の
中
、
市
民
２
５
０
人
以
上
参
加

名
松
リ
バ
ー
ス
（
再
生
）
に

関

心

、
高

ま

る

！

去
る
２
月
１
日
、
当
天
橋
立
名
松
リ
バ
ー
ス
実
行
委
員
会
主
催
の

下
、
「
み
や
づ
歴
史
の
館
」
を
会
場
に
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
、
今
冬
一
番
の
大
雪
の
為
、

参
加
数
が
心
配
さ
れ
た
が
、
そ
ん
な

心
配
を
よ
そ
に
天
橋
立
の
松
を
心
配

し
た
市
民
２
５
０
人
以
上
が
駆
け
つ

け
、
会
場
は
ほ
ぼ
満
席
と
な
り
ま
し

た
。
会
場
前
に
は
倒
木
し
た
松
、
会

場
内
に
は
２
２
枚
の
写
真
パ
ネ
ル
も

展
示
し
、
多
く
の
参
加
者
が
見
入
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

速
石
副
実
行
委
員
長
総
合
司
会
の

下
、
開
催
さ
れ
、
最
初
に
西
川
創
作

部
会
長
が
力
強
く
開
会
宣
言
、
次
い

で
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
後
援
を
い
た

だ
い
て
い
る
京
都
府
丹
後
広
域
振
興
局

長

中
村
彰
氏
、
宮
津
市
長

徳
田

敏
夫
氏
、
京
都
府
丹
後
土
木
事
務
所

長

松
田
康
雄
氏
か
ら
ご
挨
拶
を
い

た
だ
く
。
セ
レ
モ
ニ
ー
の
後
は
、
早

速
、
小
川
真
先
生
（
生
物
環
境
研
究

所
長
・
農
学
博
士
）
に
よ
る
「
何
故
、
松
が
倒
れ
た
の
か
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
基
調
講
演
。
先
生
は
と
っ
て
も
お
話
が
判
り
や
す
く
、
ス

ラ
イ
ド
も
活
用
さ
れ
大
好
評
で
し
た
。

次
い
で
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
（
そ
の
前
に
、
こ
れ
ま
で
の
名
松
リ

バ
ー
ス
取
り
組
み
の
ス
ラ
イ
ド
上
映
）

『
も
の
を
描
く
人
』
画
家
の
斎
藤
吾

朗
氏
、
『
も
の
を
書
く
人
』
作
家
・
Ｎ

Ｐ
Ｏ
「
ハ
マ
に
は
浜
を
！
」
理
事
長
の

山
崎
洋
子
氏
、
『
地
域
を
創
る
人
』
天

橋
立
ア
ー
ト
＆
ク
ラ
フ
ト
フ
ェ
ア
実
行

委
員
長
の
今
井
一
雄
氏
、
『
人
の
輪
を

作
る
人
』
地
域
の
若
者
代
表
の
森
美
忠
氏
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

幾
世
淳
紀
実
行
委
員
長
で
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。
開
催
に
先
立

ち
、
趣
旨
を
細
井
ビ
ジ
ョ
ン
部
会
長
が
説
明
。
そ
の
後
、
１
時
間
３

０
分
に
わ
た
り
活
発
な
討
議
が
さ
れ
た
。
会
場
か
ら
も
、
名
古
屋
か

ら
駆
け
つ
け
て
い
た
だ
い
た
「
だ
れ
で
も
ば
ん
ぱ
く
協
会
」
世
話
人

の
竹
内
正
美
氏
か
ら
、
貴
重
な
意
見
が
発
表
さ
れ
た
。

幾
世
実
行
委
員
長
の
ま
と
め
の
後
、
細
井
部
会
長
か
ら
天
橋
立
名

松
リ
バ
ー
ス
宣
言
（
左
記
）
が
発
せ
ら
れ
、
会
場
全
員
で
熱
い
拍
手

の
下
、
採
択
さ
れ
た
。

天
橋
立
名
松
リ
バ
ー
ス
宣
言

一
、
雄
大
な
自
然
の
中
に
、
人
と
松
が
す
こ
や
か
に
生
き
る

空
間
を
、
こ
こ
天
橋
立
に
創
り
だ
そ
う
。

一
、
災
害
の
経
験
を
糧
と
し
て
、
こ
こ
天
橋
立
を
未
来
に
残
し
、

地
球
環
境
の
危
機
を
告
げ
る
警
鐘
の
地
と
し
よ
う
。

一
、
日
本
三
景
、
天
橋
立
の
白
砂
青
松
を
と
り
戻
し
、
地
域
の

大
い
な
る
財
産
を
子
孫
に
伝
え
よ
う
。

平
成
十
七
年
二
月
一
日

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
終
了
後
、
石
川
総
務
広
報
部
会
長
に
よ

る
「
リ
バ
ー
ス
基
金
」
の
趣
旨
説
明
が
な
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
「
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
宮
津
」
勝
山
比
登
美
会
長
か

ら
今
回
の
リ
バ
ー
ス
基
金
に
賛
同
し
、

金
壱
百
萬
円
を
寄
附
す
る
と
の
申
し
出

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
贈
呈

式
を
行
う
。

実
行
委
員
会
メ
ン
バ
ー
一
同
、
感
謝
感

激
す
る
と
共
に
、
身
が
引
き
締
ま
る
思

い
で
そ
の
責
任
を
痛
感
す
る
。
「
国
際
ソ

ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
宮
津
」
の
み
な
さ
ん
、

大
金
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
円
も
無
駄
に
す
る
こ
と
な
く
、
名
松

リ
バ
ー
ス
の
為
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

閉
会
の
こ
と
ば
は
、
「
天
橋
立
を
守
る
会
」
森
会
長
よ
り
、
本
日

の
お
礼
と
今
後
の
リ
バ
ー
ス
事
業
の
展
開
に
つ
い
て
力
強
く
締
め
の

こ
と
ば
。

会
場
の
外
で
は
、
し
ん
し
ん
と
大
雪
が
降
る
中
、
会
場
内
は
終
始

一
貫
、
天
橋
立
を
愛
す
る
人
た
ち
の
熱
気
に
つ
つ
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
実
質
的
に
取
り
仕
切
っ
た
細
井
央
部
会
長
、

本
当
に
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。
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松
材
管
理
部
会

（
松
井
部
会
長
）
よ
り

岩
滝
の
倉
庫
に
、
倒
木
し
た

４
ｍ
以
下
の
小
物
の
松
が
管
理

さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
活
用
の
為
、
ご
覧
に
な

り
た
い
方
は
、
い
つ
で
も

倉
庫
を
見
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

鍵
は
、
事
務
局
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
を
！

今
月
中
に
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
株
式
会
社
Ｙ
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
大
江
山

(

日
本
冶
金
工
業
グ
ル
ー
プ
）
の

倉
庫
へ
搬
入
す
る
予
定
で
す
。

(

株
）
Ｙ
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
大
江
山
さ
ん
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

創

作

部

会

（
西
川
部
会
長
）
よ
り

第
１
回

創
作
部
会
が
、
１
月

２
１
日(

金
）
開
催
さ
れ
た
。
若

者
を
中
心
に
、
島
村
顧
問
・
カ
ル

ガ
ネ
家
具
の
故
金
さ
ん
・
ク
ラ
フ

ト
白
樺
の
大
野
さ
ん
・
ガ
ク
ブ
チ

の
板
東
さ
ん
な
ど
専
門
家
ス
タ
ッ

フ
も
含
め
１
６
名
が
出
席
。
松
材

の
創
作
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
が

交
わ
さ
れ
た
。
引
き
続
き
、
第
２

回
は
２
５
日
（
火
）
に
開
催
さ
れ
、

第
３
回
は
、
２
月
１
４
日
（
月
）

に
予
定
し
て
い
る
。

ビ
ジ
ョ
ン
部
会

（
細
井
部
会
長
）
よ
り

■

２
月
１
日
開
催
し
た
「
名
松
リ
バ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
記
録
集

を
、
で
き
る
だ
け
早
く
発
行
す
る
予
定
で
す
。
今
後
の
リ
バ
ー

ス
展
開
の
た
め
に
是
非
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。

■

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
約
が
で
き
ま
し
た
。

ご
覧
い
た
だ
き
た
い
方
は
事
務
局
ま
で
。

予

告

３
月
１
８
日
（
金
）
開
催
予
定

テ
ー
マ

「
台
風
２
３
号
の
被
害
解
析
」

京
都
樹
木
医
会

会
長

伊
藤

武
先
生

※

詳
細
は
、
後
日
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

で
き
る
だ
け
多
く
の
方
の

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

総
務
・
広
報
部
会

よ
り

事

務

局

■

一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ

谷
垣
禎
一
財
務
大
臣
、
旅
行
作
家

竹
村
節
子
氏
、
作
家

森
本

哲
郎
氏
、
旅
行
ペ
ン
ク
ラ
ブ

柳
林

修
氏
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
、

届
き
ま
し
た
。

■

リ
バ
ー
ス
基
金

口

座

・
京
都
銀
行

宮
津
支
店

普
通
預
金

３
８
２
５
３
９
８

・
京
都
北
都
信
用
金
庫

府
中
支
店

普
通
預
金

０
９
９
９
８
１
４

口
座
名
義

天
橋
立
名
松
リ
バ
ー
ス
実
行
委
員
会

会
計

奥
田
聖
五
（
お
く
だ

せ
い
ご
）

▲ ４ｍ以下の小物
▼ ４ｍクラス



事

務

局

日

誌

(

山
本
事
務
局
長)

■
１
月
３
１
日
（
月
）

明
日
の
「
天
橋
立
名
松
リ
バ
ー

ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
控
え
、
本
日

か
ら
小
川
・
山
崎
・
斎
藤
・
竹
内

各
先
生
方
、
ま
た
東
京
か
ら
、

(

財)

日
本
交
通
公
社
主
任
研
究
員

の
久
保
田
氏
が
取
材
で
天
橋
立
へ
。

多
忙
な
一
日
を
予
感
。

到
着
後
、
い
っ
ぷ
く
し
て
い
た
だ

く
間
も
な
く
、
冷
雨
の
中
、

天
橋
立
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
読
売
テ
レ
ビ

な
ど
の
取
材
を
受
け
る
。

そ
の
後
も
、
天
橋
立
内
、
近
辺
を

視
察
ご
案
内
。

休
む
間
も
な
く
、
実
行
委
員
会
の

役
員
と
懇
談
、
懇
親
会
。

先
生
方
、
本
当
に
お
疲
れ
さ
ま

で
し
た
。

■
２
月
１
日
（
火
）

い
よ
い
よ
フ
ォ
ー
ラ
ム
当
日
。

し
か
し
、
今
冬
一
番
の
寒
波
で
天
橋
立
は
銀
世
界
。

頭
の
中
も
真
っ
白
。
参
加
者
の
こ
と
が
気
に
な
る
。
詳
し
く
は
別
紙
。

■
２
月
２
日
（
水
）

実
行
委
員
会
の
顧
問
で
あ
り
、
基

調
講
演
を
お
世
話
に
な
っ
た
小
川
先

生
、
伊
藤
先
生
（
京
都
樹
木
医
会
長
）

の
紹
介
で
、
韓
国
の
農
学
博
士
・
大

学
教
授
ら
が
天
橋
立
の
倒
木
松
を
視

察
、
交
流
。
幾
世
委
員
長
・
山
本
事

務
局
長
で
対
応
。

■
２
月
９
日
（
水
）

「
ふ
る
さ
と
丹
後
ビ
ジ
ネ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
全
体
交
流
会
（
東

京

於
）
へ
、
幾
世
委
員
長
・
島
村
顧
問
・
山
本
事
務
局
長
出
席
。

天
橋
立
名
松
リ
バ
ー
ス
事
業
に
つ
い

て
趣
旨
説
明
、
報
告
。

席
上
、
東
京
丹
後
人
会

石
河
順
一

理
事
長
と
個
別
懇
談
し
、
今
後
、
よ

り
連
携
、
交
流
し
て
い
く
こ
と
を
決

定
。

又
、
ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
株
）
斉

藤
顧
問
よ
り
、
リ
バ
ー
ス
を
取
材
し

た
い
旨
、
申
し
出
を
受
け
る
。

松
の
根
っ
こ
を
残
そ
う
！

松
の
根
っ
こ
を
保
存
す
る

こ
と
は
そ
の
生
態
を
知
る

上
に
も
、
又
、
教
育
的

見
地
（
ふ
だ
ん
で
は
見
ら

れ
な
い
松
の
根
の
張
り
方

な
ど
を
子
ど
も
達
に
見
せ

る
）
か
ら
も
大
切
な
こ
と

で
す
。

是
非
、

一
部
残
し
た
い
も
の
で
す
。

■

編
集
後
記

■

リ
バ
ー
ス
委
員
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
成
功
裡
に

終
了
出
来
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
ほ
っ
と
一
息
つ
く

ま
も
な
し
に
、
第
２
段
の
リ
バ
ー
ス
便
り
の
発
行
に
奔
走
し
て
お
り
ま

す
。
今
回
の
リ
バ
ー
ス
便
り
の
編
集
に
、
井
村
和
子
様
に
ご
協
力
頂
き

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

尚
、
天
橋
立
名
松
リ
バ
ー
ス

０
号

及
び

１
号
（
一
言
メ
ッ
セ
ー

ジ
第
一
部
含
む
）
共
に
、
事
務
局
に
あ
り
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
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